
1. 藤田 泉（リコーダー）
小松 俊二 （バロックギター）
朝倉 靖雄（ヴィオラ・ダ・ガンバ）

フィレンツェのアリア………………………… C.カルヴィ
アシルのブレ(歌劇「アシルとポリクセーヌ」より)

……………………………………………… P. コラス
プレリュード、ガホット〈マティルダ〉、村のブランル
〈オートゥイユ〉(組曲op.2- 4より)…… J.M.オトテール
Mira's singing and beauty…………………… M.ターナー

2. 松坂 こずえ（ルネサンスリュート）
My Lord Willoughby's Welcome Home…… J.ダウランド
Orlando Sleepeth……………………………… J.ダウランド
The Right Honourable Robert,Earl of Essex,His Galliard

…………………………………………… J.ダウランド

3.ウルトラQガールズ
勝野 薫 （アルトリコーダー）
上川 千枝子（テナーリコーダー）
原島 みちよ（テナーリコーダー）
松本 由香（バスリコーダー）

ヒュー・アストンのマスク…………………H.アシュトン

4. アンサンブル・Cornelia
保坂 あゆみ（コルネット）
小嶋 茂（リュート）

Veni, sponsa Christi ………………… G.G.カプスベルガー
Gagliarda 3／Gagliarda 5 (リュートソロ)

…………………………………… G.G.カプスベルガー
Florete flores ………………………… G.G.カプスベルガー

5. 北村 光生（8コースルネサンスリュート）
Se io m'accorgo …………………………………… 作者不詳
蛙のガリアード………………………………… J.ダウランド

6. 岡沢 道彦（8コースリュート）

アルマンド、クーラント、ブーレアングレーズ
（無伴奏フルート組曲 BWV1013より）

………………………………………………J.S バッハ

■10分間換気休憩■

7. 山崎 清之（19世紀ギター）
タステジアータ…………………………B.ジャノンチェッリ
ベルガマスカ……………………………B.ジャノンチェッリ

8. 伊佐坂 則彦（バロックリュート）
Suite re-mineur
Prelude, Tombeau de Mezangeau, Courante,
Fantaisies, Sarabande, Gigue ……………… E. ゴーティエ

9. 久野 美穂（パイプ&テイバー、ギターン）
久野 幹史（シトール、ハーディガーディ）

O virgo Splendens…モンセラートの朱い本より(14世紀)
Cantiga 175,48,259~260

………………………聖母マリア頌歌集より(13世紀)
Dum pater Familias……カリクストゥス写本より(12世紀)

10. 高久 敏春（8 コースルネッサンスリュート）
イタリアルネッサンスの６つの小品 作者不詳
プレリュード(BWV997より)……………………J.S.バッハ

■10分間換気休憩■

11. けいらみちこ（歌）
渡辺 マリ（フィドル）
倉又 義克（ルネサンスリュート）

Qui veut mesdire ／Mon cuer chante …… G. バンショワ
Se la face ay pale …………………………… G. デュファイ

12. アンサンブル・くうぷらん
青山 比呂乃（ソプラノ）
渡辺 マリ（ヴィオラ・ダ・ガンバ）
矢澤 勝之（リュート）

ルソン・ドゥ・テネブル 第1ルソン ……… F. クープラン

ルソンは、クープランの声楽曲の代表作ですが、今回、初
めてベルサイユ・ピッチ（A＝392、全音下げ）での演奏を
します。通常、日本の古楽器は、415（半音下げ）で作られ
ていることが多いですが、この曲は、もっと低いはず、ベ
ルサイユ宮殿に残るオルガンのピッチがA＝392（通常の
440に対して全音下げ）と以前から声楽のレッスンの際にフ
ランスの先生方から指摘されていたため、今回、楽器奏者
の同意も得て試みることにしました。特にこの第1ルソン
は、音程が非常に高い、という印象があり、このピッチに
なると、かなり印象が変わるのでは？皆さん、どのように
聴かれるでしょうか。

11月3日 ◉ 午後1時30分 開演 ◉ 聖グレゴリオの家聖堂

2022リュートの会定期演奏会
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